
令和３年度 都城市立川東小学校 学校評価報告書 

     （  ４  期待以上    ３  ほぼ期待通り    ２  やや期待を下回る    １  改善を要する  ）  

     

学校経営ビジョン  
3C（ Chance，Challenge，Change）の精神で教職員が良いと思うことを進んで実践し、児童が毎日元気よく登校し、生き生きとした学校生活が送れるような学校づく

りに努め、児童や保護者、地域に信頼される学校を創造する。  

重点目標  評価指標  ○取組の成果  ●課題・改善策  
自

己  

関

係  
学校関係者評価コメント  次年度に向けて  

確かな学力の

向上  

１ 「分かる・できる」授業が工夫され、

児童が主体的に学習に取り組んでいる。 

○  今年度は、読解力・表現力の向上を目指し

て校内研究を進めた。研究授業等を通して研

究を深めることができた。  

○  ＩＣＴの効果的な活用も早急な課題として

出てきたため、各学級で工夫して様々な実践

ができた。  

３  ３  

 

○  学校評価、保護者アンケートによると、 84

％の児童が、授業の分かりやすさと楽しさを

感じていて評価できると考える。  

○  新しいアイテムを使った授業を拝見し、先

生方の工夫に感心した。教材研究も大変だと

思った。  

 

〇  読解力・表現力の向上を目指した授

業を目指して校内研究を進め、日々の

授業で実践する。  

２ 読書活動と音声言語活動の充実によ

り、児童の読解力と表現力が向上してい

る。 

○  委員会が中心となり、図書館サポーターと

連携してイベントを行い、貸し出し冊数が一

学期より増加した。貸出冊数は、8,623 冊（ 11

月 18 日現在）  

○  自分で目標を立て読書を行うブックウォー

クに取り組み、目標を達成している子どもた

ちが多かった。  

３  ３  

 

○  貸し出し冊数が目標に段々近づいてると思

う。  

○  多様な内容を取り入れて知識として吸収し

てほしい。家庭に帰ると単調なゲームについ

はまってしまう傾向にあると思われる。  

○  目標達成には、短い期間で区切ったチェッ

クと助言が有効であると考える。  

○  高学年になるほど図書の話をしなくなって

しまうし、借りていることも少ない。好き嫌

いではっきり分かれてしまうので、もっと図

書に触れる機会があるといいと思う。  

○  図書室が子どもたちに利用しやすいよう

に、分かりやすく整理されているなあと思う。 

○  本を読むことが日常になると、読解力も自

然に身に付いて、勉強も理解しやすくなり楽

しくなるのではないかと思う。読書が苦手な

子どもさんも読むことの楽しさが分かってく

れるようになるとうれしい。  

 

〇  図書館サポーターと連携し、本を読

みたくなるような動機付けや環境づく

りを推進する。  

 

３ 個に応じた指導の充実により、基礎学

力が定着している。 

○  朝学習や習熟タイムの時間で個別に指導す

ることで少しずつ定着が図られてきた。  

○  個人差はあるが、学習習慣は身についてき

ている。  

３  ３  
○  「個人差」に対する対応が仕組みでできる

と良いと考える。  

 

〇  朝学習や習熟タイムの時間に個別で

指導することで、学習内容の定着を図

る。  

〇ＩＣＴ等を活用し、一人一人の学習状

況に応じた指導を充実する。  

 

 

 

 

 

豊かな心の  

育成  

 

 

 

 

 

１  認め合い、支え合う仲間づくり

ができている。  

○  毎月、心のアンケートを実施し、児童の心

配なこと、困っていること等を共通理解し、

その解決に努めた。  

●  いじめ案件は１件あるが、継続して指導中

である。  

３  ３  

 

○  家庭にあっても、多忙な中での状況を察し

て、子ども達もストレスを置き換えた反応が

出てくると思われる。  

○  心中お察しいたします。がんばっていただ

きたい。  

○  いじめが集団であるか？そこを知りたい。  

○  子どもたちの心に寄り添い解決に努めてい

ただき、ありがたい。いじめがなくなること

を願っている。  

 

〇  毎月、心のアンケートを実施し、気が

かりな児童については全職員で共通理

解し、継続的な見守りと指導・支援を行

う。  



 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心の  

育成  

２  心の教育の充実を通して、児童

に規範意識と人権感覚が育成され

ている。  

●  あいさつ、廊下歩行、履き物そろえの３つ

の柱については指導を続けてきたが、十分な

成果を挙げることができなかった。  

２  ２  

 

○  校外であっても、元気にあいさつができて

すばらしいと思う（下校時）。  

○  あいさつが良くできる子が多くなってい

る。気持ちの良いあいさつができる。  

○  学校の外でのあいさつができないなと思い

ます。  

○  持続指導による習慣化が大切である。  

 

 

〇  生活指導週間に、あいさつ、廊下歩

行、履き物そろえ等について重点的に

指導する。  

 

３  児童に対人関係調整能力やコミ

ュニケーション能力が育成されて

いる。  

●  前半はコロナ禍で、行事やクラブ活動等、

縦割り清掃など中止や計画を変更したものも

多く、例年ほど児童の関わりが十分でなかっ

た。  

２  ３  

 

○  コロナ禍で活動等ができなかったのは、し

かたがない！  

○  少しばかり．放課後に友だちと公園などに

行って遊んでいる様子が見られる。友だち同

士での思いっきた遊びも大切だと思い、すば

らしい光景だった。  

 

 

〇  感染状況を考慮しながら、学校行事、

委員会活動、クラブ活動、児童集会等の

活動で、学級、学年、全校での児童の関

わり合いを計画する。  

健康・体力の

向上  

１  児童一人一人の基礎体力が向上

している。  

○  体力テストの結果より、「柔軟性」につい

ては結果が現れていた。  

●  「敏捷性」については努力を要する結果で

あったので、改善が必要である。  

２  ２  

○  公園（外）で遊んでいる子も少しずつ多く

なってきた。  

○  学校以外で外遊びする、できる場所がない

なと思う。家でも外遊びすることが減ったな

と思う。  

〇  体力テストで本校の課題となってい

る「柔軟性」や「敏しょう性」等の力を

高めるために、体育科学習での「サーキ

ットトレーニング」「朝のトレーニン

グ」等を継続して取り入れ、強化を図

る。  

 

２  自らの健康に関心をもち、病気

やけがの予防、バランスのとれた

食事を摂ることに努めている。  

○  「お弁当の日」は、家族で楽しく取り組んで

いた。学年にあったレベルでお弁当作りができ

るさらによい。  

●  手洗い・うがいについてはよくできていたが、

ハンカチをもってきていない児童が多く目立っ

ていた。インフルエンザの流行も考えて、指導

の徹底が必要である。  

３  ３  

 

○  お弁当を写真に撮って展示しているクラス

があり、どれもおいしそうで作る方の愛情を

感じた。  

○  ハンカチの忘れ物については、家庭での声

かけも大事だと思う。  

○  アンケート結果が 82％であることを踏ま

え、目標達成を目指してほしい。  

 

 

 

〇  給食指導や食育、「お弁当の日」の取

組を通して、望ましい食習慣の形成に

努める。  

〇  「視力の低下」「身だしなみ」等、学

校の課題を、学校保健委員会を通して

解決に努める。  

３  安全教育や防災教育を通して、

児童の安全意識や危機回避能力を

高めている。  

○  避難訓練や交通安全教室、日頃の立番指導

を通して、児童の危機管理意識を高めること

ができた。  

○  登校中に、児童と自転車との接触事故が１

件あったが、早急に対応できた。  

２  ２  

 

○  安全教育については、常日頃からの繰り返

し指導が重要である。皆、指導通りに大変良

くできていると思う。  

○  下校時は、見ている限りでは、交通ルール

を守って帰っていた。  

○  児童の危機管理を高めることは、とても良

かったと思う。  

○  低学年の子どもが、自転車で速いスピード

で止まれを止まらずに走っているのを、複数

回、目にした。  

○  自転車の乗り方で、ルールを守れていない

子どもがいます。  

 

 

 

○  計画的に避難訓練や交通安全教室等

を行い、児童の危機管理意識を更に高

めていく。  

 



家庭・地域と

の連携強化  

１ ＨＰや学校だより、参観日で、保護者

や地域の方が学校の様子をよく分かっ

ている。 

○  今年度は９月参観日が中止、１１月川東っ

子発表会が日曜参観になった。出席率はどの

学級も５０％を超えた。  

○  保護者アンケートでは、「子ども達の様子

や学校の取組をよく分かるように伝えてい

る。」と感じている保護者は９２％だった。  

３  ３  

 

○  学校の取組について（アンケート）の結果

は、全項目高い評価を得ていると思う。  

○  懇談会に出席する保護者が少ない。  

○  父母ともに働く状況が多くなる中で、学校

に関心を向けている方は多いと思う｡ 

○  毎月、学校便りを届けてもらい、ありがた

い。今年度は授業のお手伝いを２学期の参観

日にもしたが、一学期の様子はお便りで知っ

た。学校内部でちゃんとイベントをしていて

安心した。  

 

〇  参観日の出席率が５０％以上になる

ように、参観授業や学級懇談会の内容

を工夫する。  

〇  定期的なＨＰの更新や月１回以上の

学校便りで学校の様子を知らせる。  

 

２ 学校運営協議会と地域学校協働本部

の連携と協働が進んでいる。 

○  ７月に４年生による乙戸神社付近の清掃を

実施した。  

○  １学期に予定していた５・６年生の地域貢

献活動はコロナで延期になったが、１１月に

実施できた。地域の方の協力も得られた。  

３  ３  

 

○  ４年生の奉仕作業は知らなかった。５・６

年生の奉仕作業は見学した。とてもまじめに

活動していた。  

○  ５・６年生はもとより、４年生でも出来る

ことは多くあると考えられるので、今後にお

いてもどしどし持続を望む。  

 

〇  地域貢献活動を計画的に進め、地域

との連携を深める。  

〇  学校支援活動や地域貢献活動につい

て積極的に発信し、学校運営協議会の

ねらいや取組についての周知を図る。  

３ 地域の人材や施設等を利用した学習

が充実している。 

○  地域人財については、ミシンボランティア

やキャリア教育等で活用できた。  

○  秋の遠足では、市内や宮崎市の施設を利用

した学習が実施できた。  

３  ３  

 

○  ミシンボランティアで子ども達の製作のお

手伝いが少しでもできて良かったと思う。子

ども達も熱心に聞いてくるので教え甲斐があ

る。できあがりを見たかった。  

○  地域のつながりが大事だと思う。  

○  地域の方には感謝している。  

○  地域人財も多種多様の方へ、もっと依頼し

たいと考えるが難しいだろうか。  

 

〇  各教科の見通しをもちながら、各担

任と連携して、地域の人材や資源、教材

を行かした学習活動の計画を立て、実

践していく。  

学校の組織力

の向上  

１  業務改善により、職員がワーク

ライフバランスのとれた働き方

ができている。  

●  １か月の時間外勤務が、４５時間を超える

職員は半数近くいる。全職員の平均で４０時

間余りである。  

●  教科担任制の推進はできたが、業務改善ま

でには至らなかった。  

１  ２  

 

○  働き方改革の中での職場状況は、益々煩雑

な仕事もある中で、先生方の健康面への配慮

と自覚も大切だと考える。  

○  １クラスに担任、副担任が配置できると、

役割分担ができて、先生１人の負担も減るの

ではないか。  

○  学校内だけでは解決できない部分もある。

引き続き関係各所との連携を通して改善へ向

かっていただきたい。  

 

○  業務内容の見直し、会議の精選・時間

管理、教材研究の時間の確保等を行い、

業務の改善を推し進める。  

 

２  社会の要請を敏感にとらえ、教

育活動の充実に向けて、授業力や

生徒指導力を高めている。  

●  学習指導要領に沿った学習が進められてい

るが、年間指導計画の作成や見直しを通して、

再確認する必要がある。  

●  全校的に落ち着いた雰囲気で授業を進めら

れているが、複数の教員で協力して授業を進

めている学級がある。  

２  ２   

〇  社 会 の 要 請 に 応 え る た め の 研 修

（ GIGA スクール、SDG’ s 等）を進める。 

〇  一部教科担任制の推進により、授業

及び生徒指導の課題へ迅速に対応して

いく体制を整える。  

３  職員がチームとなって情報を共

有し合い、問題等への迅速・誠実・

的確な対応ができている。  

○  家庭からの相談や生徒指導上の問題、特別

支援教育に関する事例など、各担当と複数の

教員、管理職が一体となって解決にあたるこ

とができた。  

４  ４  

 

○  とても大切な評価項目が「自己評価 4」であ

ることをうれしく思う。引き続き「チーム」を

大切にして頑張っていただきたい。  

○  チームワークが良いことが大事である。  

 

〇  学級担任と各部長、生徒指導主事、教

務主任を中心としたミドルリーダー、

さらに管理職がコミュニケーションを

とり、情報の伝達と共有に努め、速やか

な対応を進めていく。  

 


